














近年，ESP（English for Specific Purposes）の概念に基づいた英語教材
の開発や授業デザインの構築が盛んになりつつある（大加茂，2012）。





広義に解釈すれば，LSP（Language for Specific Purposes）「特定の目的た
めの外国語」であり，「基本的にコミュニケーション重視の英語教育を基
盤」（笹島，2004：53）とする（笹島，2004）。
























































































語学習の主要な目標とする EAP（English for Academic Purposes）「学術
的な目的のための英語」と，ある職業の労働環境において必要とされる言








EOPは EPP（English for Professional Purposes）と EVP（English for Vo-
cational Purposes）に分類される（寺内，2001）。堀口（2003）は，EOP









分として EBP（English for Business Purposes）「ビジネス目的のための英
語」，EMP（English for Medical Purposes）「医学英語」や EST（English 
─ 182─
for Science and Technology）「科学技術英語」など，ESPは多種多様な「英
語における特殊言語」（内田，2013：2）をカバーしている（内田，2013）。
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